
新系統豚「アイリスL３」を開発新系統豚「アイリス新系統豚「アイリスLL３」を開発３」を開発
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愛知県の系統豚の県内普及率（平成21年度）は、68％（農家戸数ベース）と非常に

高い普及率となっています。能力の衰えが見えてきた「アイリスL2」から、新系統豚

「アイリスL3」に切り替えることにより、豚の生産頭数の増加及び飼養期間の短縮な

どが期待でき、より生産性の高い養豚経営につながります。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

愛知県では、現在、農業総合試験場が独自に開発したランドレース種系統「アイリス
Ｌ２」、大ヨークシャー種系統「アイリスＷ２」及び岐阜県と共同で開発したデュロッ
ク種系統「アイリスナガラ」の３系統を畜産総合センター(岡崎市)で維持・増殖し、県下
の養豚農家へ種豚として供給しています。
しかし、系統豚は、維持のために長年（約15年）近親交配を続けることから、繁殖能
力などが次第に低下していきます。このため、平成15年度から、「アイリスＬ２」の良
さを生かしながら、新しい後継の系統豚の造成に着手し、このたび完成しました。

－産子数が多く、発育も向上します－

（１）「アイリスＬ２」より、産子数が多く（10.8→11.5頭）、子育て能力
（泌乳能力）も優れています。

（２）「アイリスＬ２」より、子豚の発育が良好で、早く大きくなります。
[子豚平均増体量(生時～30kg)：223→235g/日
１日平均増体量(生時～90kg)：546→62６g/日 ]

（３）「アイリスＬ２」より足が太くて丈夫です。
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